
                                               

 

 

2026 年度  第 50 回 日本クラブユースサッカー選手権（U-18）大会  東海予選  

大会要項 

1) 主旨 

日本の将来を担うユース年代選手のサッカー技術の向上と健全な心身の育成を図るとともに、クラブチームの普及と 

発展を目的とし、連盟第 2 種加盟登録チームの全てが参加できる大会として実施する。 

 

2） 名称 

第 50 回日本クラブユースサッカー選手権（U-18）大会  東海予選 

 

3） 主催 

一般社団法人東海サッカー協会、東海クラブユースサッカー連盟 

 

4） 主管 

東海クラブユースサッカー連盟 

公益財団法人愛知県サッカー協会、一般財団法人岐阜県サッカー協会 

一般財団法人静岡県サッカー協会、一般社団法人三重県サッカー協会 

 

5） 期日 

① 1 次リーグ : 令和 8 年 4 月 29 日（水・祝）～5 月 31 日（日） 

② 2 次リーグ : 令和 8 年 6 月 14 日（日）～7 月 5 日（日） 

③ 代表決定戦 : 令和 8 年 11 月 3 日（火・祝） 

 

6） 会場 

① 1 次リーグ : 美浜運動公園陸上競技場（愛知県） 

貝沼花はすフィールド(愛知県) 

② 2 次リーグ : 美浜運動公園陸上競技場（愛知県） 

岐阜フットボールセンター（岐阜県） 

藤枝 MYFC サッカー場（静岡県） 

セレステサッカー場(静岡県) 

③ 代表決定戦 ： トヨタスポーツセンター（愛知県） 

ジュビロ上大之郷グラウンド（静岡県） 

鈴与三保グラウンド（静岡県） 

 

7） 出場資格 

日本サッカー協会に第 2 種もしくは準加盟登録し、なお且つ日本クラブユースサッカー連盟に加盟登録したチームであ 

ること。 

[1] 出場選手は他のクラブチーム及び高等学校サッカー部などに二重登録されていないこと。  

[2] 2008（平成 19）年 4 月 2 日以降の出生者を対象とする。  

[3] 出場チームは、15名以上の選手でチーム構成され、うち７名以上は日本サッカー協会第2種加盟登録選手であり、   

なお且つ 2008 年 4 月 2 日から 2011 年 4 月 1 日までの出生者を対象とする。（5 名以上は常に試合に出場し 

ていること） 

[4] 出場チームの同一下部組織第3種（日本サッカー協会クラブ申請済みクラブなお且つ日本クラブユースサッカー連 

盟に 2026 年 4 月 4 日までに加盟登録したクラブ）登録選手に限り、種別変更（移籍）せず第 3 種登録選手のま 

まの出場を認める。但し、同一下部組織第 3 種登録チームを複数所有しているチームの選手登用は、いずれかの 

1 チームからに限定するものとする。  

[5] 各チームの登録選手は、原則として JFA 発行の選手証を持参しなければならない。ただし、写真貼付により、顔の 

認識ができるものであること。  

※選手証とは、JFA の WEB 登録システム「KICKOFF」から出力した選手証・登録選手一覧を印刷したものを原則 

とする。 

 



8） 大会規程 

  1. 競技方法 

➊ ① 1 次リーグ : リーグ戦方式 

② 2 次リーグ : リーグ戦方式 

③ 代表決定戦 : トーナメント方式 

➋ ルールは日本サッカー協会発行「サッカー競技規則「2025/26」による 

➌ ボール ① 1 次リーグ ： アディダス コネクト 26 プロ or コンペティション（モルテン ヴァンタッジオ 5000 も可 

とする） 

          ② 2 次リーグ : アディダス コネクト 26 プロ or コンペティション（モルテン ヴァンタッジオ 5000 も可 

とする） 

        ③ 代表決定戦 : アディダス コネクト 26 プロ or コンペティション 

❹ 競技時間は 90 分で、ハーフタイムは 15 分とする。  

（前半終了のホイッスルから、後半開始のホイッスルまでを最大 15 分までとする） 

（延長戦に入る前のインターバルは 5 分とする） 

（延長戦ハーフタイムのインターバルなし） 

（PK 戦に入る前のインターバルは 1 分とする） 

❺ 順位決定  

【1】 ① 1 次リーグ : 最終順位の決定方法は以下の通りとする。 

                 [1] 勝点 [2] 得失点差 [3] 総得点 [4] 対象チーム同士の勝敗 [5] 抽選とする 

② 2 次リーグ : 最終順位の決定方法は以下の通りとする。 

                 [1] 勝点 [2] 得失点差 [3] 総得点 [4] 対象チーム同士の勝敗 [5] 抽選とする 

③ 代表決定戦 : 競技時間内に勝敗の決まらない場合は 5 分間の休憩後 20 分の延長戦を行い、なお決しない場 

合は PK 方式により勝敗を決定する。 

【2】 第 1 代表 ： 高円宮杯 JFA U-18 サッカープレミアリーグ 2026WEST 前期最上位チーム 

（名古屋グランパス U-18 or ジュビロ磐田 U-18） 

第 2 代表 ： 代表決定戦勝利 2 チームのリーグカテゴリー上位チーム 

（リーグカテゴリーが同じ場合には抽選を行う） 

第 3 代表 ： 代表決定戦勝利 2 チームのリーグカテゴリー下位チーム 

❻ 大会エントリー 

それぞれ以下の期日までにエントリー表を東海クラブユースサッカー連盟 U-18 事務局に提出（メール）する。 

① 1 次リーグ ： 4 月 17 日（金）まで 

② 2 次リーグ ： 6 月 2 日（火）まで 

③ 代表決定戦 ： 10 月 22 日（木）まで 

❼ 競技者・役員の数 

【1】  ベンチ入りできる選手の数 : 事前に登録した選手から 20 名以内 

【2】  ベンチ入りできる役員の数 ： 事前に登録した役員から 5 名以内 

❽ 競技者の数および交代回数 

【1】 競技者の数 : 11 名 

【2】 交代要員の数 : 9 名以内 

【3】  交代を行うことができる数 : 5 名以内 

【4】  試合中の交代は 3 回までとする。（1 回に複数人を交代することは可能） 

【5】  ハーフタイム、延長戦に入る前のインターバルでの選手交代は、交代回数に含まれない。 

【6】  代表決定戦において延長戦に入った場合は、FP1 名、GK1 名の交代選手の追加を認める。但し、PK 戦での適用  

は認めない。  

【7】  試合中に使わなかった交代、また、残りの交代回数は延長戦に繰り越す。  

【8】  脳震盪による交代（再出場なし）について 

A）脳振盪またはその疑いのある選手の交代（以下「脳振盪交代」という）は、通常交代に含まれない。  

B）脳振盪交代は、通常交代と判別できる、別途指定する手続きで行われなければならない。  

C）脳振盪交代と通常交代を同時に行った場合、通常交代および脳振盪交代の交代回数をそれぞれ１回としてカウ  

ントするものとする。  

D）脳振盪交代をした場合、相手チームは通常交代とは別に、１名１回の交代を追加で得ることができる(以下、本 

  号に基づく交代を「追加交代」という)。但し、追加交代と通常交代を同時に行った場合、通常交代および追加交 

代の交代回数をそれぞれ１回としてカウントするものとする。  

E)１試合における各チームの脳振盪交代および追加交代の交代人数は、それぞれ１名とする。  

❾ テクニカルエリア ： 設置する 

戦術的指示はテクニカルエリア内からその都度ただ 1 人が伝えることができる。 

➓ 競技者の用具 



【1】 ユニフォーム  

a. ユニフォームは、日本サッカー協会『ユニフォーム規程』に則る。  

b. J クラブ傘下のチームについては、公益社団法人日本プロサッカーリーグ(J リーグ)のユニフォーム要項に認め  

られたユニフォームであれば使用を認められる。ただし一部でも仕様が異なる場合は認められない。J リーグユ

ニフォーム要項で認められたユニフォームで黒に近い色を着用する場合は、当該試合の対戦チームと明確に判別

し得る色の審判カラーシャツ 4 人分（半袖及び長袖）を当該チームが持参しなければならない。  

c. ユニフォーム（シャツ・ショーツ・ソックス）については、正の他に副として、正と色彩が異なり判別しやすいユニフ 

ォームを参加申込に登録し、各試合に必ず携行すること（FP・GK用共）。本競技会に登録されたものを原則とす  

る。  

d. 主審は、対戦するチームのユニフォームの色彩が類似しており判別しがたいと判断したときは、両チームの立ち 

会いのもとに、その試合において着用するユニフォームを決定する。  

e. 前項の場合、主審は、両チームの各 2 組のユニフォームのうちから、シャツ、ショーツ及びソックスのそれぞれに 

ついて、判別しやすい組み合わせを決定することができる。  

f. シャツの前面・背面に参加申込にて登録した選手番号を付けること。  

g. ユニフォームの色、選手番号の参加申込締切日以後の変更は認めない。  

h. ユニフォームへの広告表示については日本サッカー協会「ユニフォーム規程」に基づき承認された場合のみこれ 

を認める。  

i. ソックスの上にテープを巻く場合、そのテープ等の色はソックスの色と同じものに限る。  

【2】 キャプテンアームバンド 

本連盟によって用意または認められたアームバンドのみ着用が認められ、本連盟によって認められたアームバンドを着   

用する場合はＪＦＡユニフォーム規程に準拠すること。（C マークのもの ※メーカー名のものは不可） 

 ⓫ メンバー表の提出 

メンバー提出用紙は、試合開始 70 分前までに会場本部（該当ピッチ）へ 2 部提出する。なお各試合の提出後、試合開始 

までの時間に怪我など特別な理由により登録されたメンバーが当該試合へ出場することが不可能であると当該試合競 

技責任者が判断した場合のみ、登録内容を変更することが出来る。 

⓬ その他 

本大会はキャプテンオンリーを適用し「キャプテンオンリー」ガイドラインに則り実施する。 

2. 雷・荒天等不可抗力による中断・中止について 

原則として試合再開を検討する。 ※試合再開は中断時からの再開とし、選手は中断時の選手とする。 

イ） 雷鳴が響く場合は、会場担当と審判員の判断で選手・役員は約２０分間の避難を行う。 

  （会場担当は選手、役員、観戦者の安全確保と天気予報等で周囲の状況を確認する） 

ロ） ２０分間雷鳴が鳴ることが無くかつ周辺の天気に問題がない場合は試合を再開する。 

〘中断後、天気の回復が見込まれない場合〙 

 （１） 後半２５分を過ぎている場合は、中断時点での試合成立とする。 

（2） 後半２５分を過ぎていない場合は、その日の試合を中止し東海クラブユースサッカー連盟 U-18 で協議する。 

 （会場担当と審判員は試合中断時の試合状況を確認しておく） 

※雷が鳴った場合は JFA の指針に準じて対応する 

 （雷フローチャートを熟読し、主審の判断を最大限尊重し安全を最優先に考慮する） 

3. 懲罰 

➊ 本大会における懲罰問題に関して、本大会規律委員会が直接管轄する。  

➋ 本大会期間中に警告を2回受けた選手および役員は次の1試合に出場できない。なお1次リーグ・2次リーグにお 

ける警告処分は代表決定戦に持ち越さない。 

  ➌ 本大会において退場を命じられた選手および役員は、自動的に次の1試合に出場できず、それ以降の処置について 

は本大会規律委員会において決定する。 

❹ 本大会最終試合での退場は日本クラブユース選手権（U-1８）大会に持ち越し、予選敗退した場合は次に開催される 

公式戦での消化とする。 

  ❺ 本実施要項に記載事項のない懲罰に関する事項は、本大会規律委員会にて決定する。 

  4. 費用 

  本大会の運営は大会エントリー費、大会参加費、補助金をもって充てる。 

  ➊ 大会エントリー費￥10,000 を指定した振込口座まで振り込むこと。 

    （各チーム最初に参加するリーグ・トーナメントの大会参加費とともに振り込むこと） 

  ➋ 各リーグ、トーナメント毎に大会参加費を集める。 ※下記の計算式で事前に連絡します。 

① 1 次リーグ・・・主審¥6,000/1 試合（※別途交通費 県内/¥2,000 県外/¥3,000）に各会場費を合算した金額

を該当チーム数で割る → 4 月 17 日までに 1 次リーグ大会参加費として徴収します。 

② 2 次リーグ・・・主審¥6,000/1 試合、副審¥4,000/1 試合（※別途交通費 県内/¥2,000 県外/¥3,000）に

各会場費を合算した金額を該当チーム数で割る → 6 月 2 日までに 2 次リーグ大会参加費として徴収します。 

③ 代表決定戦・・・主審¥6,000/1 試合、副審¥4,000/1 試合、第 4 の審判員￥2,000/1 試合（※別途交通費 県



内/¥2,000 県外/¥3,000）に各会場費を合算した金額を該当チーム数で割る → 10 月 22 日までに代表決

定戦大会参加費として徴収します。 

5. 選手証 

各チームの登録選手は、ＪＦＡ発行の選手証を持参すること。ただし、写真添付により、顔の認識ができるものであるこ

と。  

（選手証とは、ＪＦＡWEB登録システム「KICKOFF」から出力した選手証・登録選手一覧を印刷したものを原則とする） 

6. 傷害保険 

チームの責任において傷害保険に加入すること。 

7. 大会組み合わせ 

東海クラブユースサッカー連盟U-18理事会でポッド分けを行い、抽選を行う際は東海クラブユースサッカー連盟U-

18 代表者会議内で公開抽選を実施する。 

8. 審判について 

① 1 次リーグ : 主審 1 名を大会事務局より東海協サッカー協会に依頼する。 

           （副審は当該試合の前後に試合を行う 2 チームより各 1 名ずつ選出していただきます ※3 級以上 

            の有資格者 ※高校生は不可） 

           （第 4 の審判員、記録員は割り振られたチームに担当していただきます ※第 4 の審判員は 4 級以 

上の有資格者で審判服を着用すること ※高校生は不可、記録員は高校生可とする） 

② 2 次リーグ : 主審 1 名、副審 2 名を大会事務局より東海サッカー協会に依頼する。 

           （第 4 の審判員、記録員は割り振られたチームに担当していただきます ※第 4 の審判員は 4 級以 

           上の有資格者で審判服を着用すること ※高校生は不可、記録員は高校生可とする） 

③ 代表決定戦 : 主審 1 名、副審 2 名、第 4 の審判員 1 名を大会事務局より東海サッカー協会に依頼する。 

8. その他 

➊ チームベンチは、会場本部席からグラウンドに向かって左側ベンチをプログラム【競技日程】の左側に表記されて 

いるチームのベンチとし、対戦チームを右側とする。  

➋ 大会要項に規定されていない事項、その他不測の事態については東海クラブユースサッカー連盟U-18において 

協議の上決定する。  

 

 

 

会場担当者は試合後、審判領収書と会場費領収書【宛名 （一般社団法人東海サッカー協会）】 と公式記録を 1 週間以内に

下記住所まで郵送ください。 

 

〒454-0818 愛知県名古屋市中川区松葉町 2-16 2F 

           愛知フットボールクラブ 佐藤 大樹 宛 

 

振込口座 

三菱 UFJ 銀行 今池支店  （普通）  3990480 （振込手数料はクラブ負担） 

東海クラブユースサッカー連盟 U-18 理事長 浅野 洋一 

TEL 052-353-8705 

                    

東海クラブユースサッカー連盟 U-18 事務局（佐藤） 

Mobile : 080-4847-8787 

Tel : 052-353-8705 

Fax : 052-353-1574 

Mail：admin@aichifc.co.jp 
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